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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年5月8日(2008.5.8)

【公開番号】特開2006-74722(P2006-74722A)
【公開日】平成18年3月16日(2006.3.16)
【年通号数】公開・登録公報2006-011
【出願番号】特願2005-85871(P2005-85871)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｍ   3/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｍ   3/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｍ   3/00    　　　Ｅ
   Ｈ０４Ｍ   3/42    　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｍ   3/42    　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月21日(2008.3.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＮＡＰＴＲレコードを格納するＥＮＵＭサーバとＩＰネットワークを介して接続される
ＩＰ電話装置であって、
　前記ＥＮＵＭサーバに登録された自装置のＮＡＰＴＲレコードの削除をユーザが指示す
る指示手段と、
　前記指示手段からの指示により前記ＥＮＵＭサーバに登録された自装置のＮＡＰＴＲレ
コードの削除要求を前記ＥＮＵＭサーバに送信する送信手段と、
　を具備することを特徴とするＩＰ電話装置。
【請求項２】
　他のＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードを問合せるための登録問い合わせを前記ＥＮＵ
Ｍサーバに定期的に送信する問合せ手段と、
　前記問合せ手段による登録問い合わせに応じて前記ＥＮＵＭサーバから送信される前記
他のＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードを受信する受信手段と、
　前記受信手段により前記他のＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードが前記ＥＮＵＭサーバ
から削除されたことが判明したとき、前記他のＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードが削除
されていることを示す表示手段と、
　を具備することを特徴とする請求項１記載のＩＰ電話装置。
【請求項３】
　前記ＥＮＵＭサーバから自装置のＮＡＰＴＲレコードを削除したことを、通知先として
指定された他のＩＰ電話装置に送信する送信手段を具備することを特徴とする請求項１又
は２記載のＩＰ電話装置。
【請求項４】
　ＩＰ電話装置とＩＰネットワークを介して接続されるＥＮＵＭサーバであって、
　前記ＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードを記憶する記憶手段と、
　前記ＩＰ電話装置から前記記憶手段のＮＡＰＴＲレコードを削除するための削除要求を
受信する受信手段と、
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　前記受信手段により削除要求を受信したとき前記記憶手段の当該ＩＰ電話装置のＮＡＰ
ＴＲレコードを削除する削除手段と、
　を具備することを特徴とするＥＮＵＭサーバ。
【請求項５】
　ＩＰネットワークに接続されたＩＰ電話装置と、ＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードを
登録するデータベースを具備するＥＮＵＭサーバと、を具備するＩＰ電話システムであっ
て、
　前記ＩＰ電話装置は、
　自装置のＮＡＰＴＲレコードの削除をユーザが指示する指示手段と、
　前記指示手段からの指示により前記ＥＮＵＭサーバに登録された自装置のＮＡＰＴＲレ
コードの削除要求を前記ＥＮＵＭサーバに送信する送信手段と、を具備し、
　前記ＥＮＵＭサーバは、
　前記ＩＰ電話装置からの削除要求に応じて、前記データベースに登録された前記ＩＰ電
話装置のＮＡＰＴＲレコードを削除する削除処理手段と、を具備することを特徴とするＩ
Ｐ電話システム。
【請求項６】
　ＩＰネットワークに接続されたＩＰ電話装置と、ＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードを
登録するデータベースを具備するＥＮＵＭサーバと、を具備するＩＰ電話システムであっ
て、
　前記ＩＰ電話装置は、
　自装置のＮＡＰＴＲレコードの削除をユーザが指示する指示手段と、
　前記指示手段からの指示により前記ＥＮＵＭサーバに登録された自装置のＮＡＰＴＲレ
コードの削除要求を前記ＥＮＵＭサーバに送信する送信手段と、
　前記ＥＮＵＭサーバから自装置のＮＡＰＴＲレコードを削除したことを、通知先として
指定された他のＩＰ電話装置に送信する送信手段と、を具備し、
　前記ＥＮＵＭサーバは、
　前記ＩＰ電話装置からの削除要求に応じて、前記データベースに登録された前記ＩＰ電
話装置のＮＡＰＴＲレコードを削除する削除処理手段を具備することを特徴とするＩＰ電
話システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、ＮＡＰＴＲレコードを格納するＥＮＵＭサーバとＩＰネットワークを介して
接続されるＩＰ電話装置であって、前記ＥＮＵＭサーバに登録された自装置のＮＡＰＴＲ
レコードの削除をユーザが指示する指示手段と、前記指示手段からの指示により前記ＥＮ
ＵＭサーバに登録された自装置のＮＡＰＴＲレコードの削除要求を前記ＥＮＵＭサーバに
送信する送信手段と、を具備するようにしたものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の第１の態様に係るＩＰ電話装置は、ＮＡＰＴＲレコードを格納するＥＮＵＭサ
ーバとＩＰネットワークを介して接続されるＩＰ電話装置であって、前記ＥＮＵＭサーバ
に登録された自装置のＮＡＰＴＲレコードの削除をユーザが指示する指示手段と、前記指
示手段からの指示により前記ＥＮＵＭサーバに登録された自装置のＮＡＰＴＲレコードの
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削除要求を前記ＥＮＵＭサーバに送信する送信手段と、を具備する構成を採る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の第２の態様は、第１の態様に係るＩＰ電話装置において、他のＩＰ電話装置の
ＮＡＰＴＲレコードを問合せるための登録問い合わせを前記ＥＮＵＭサーバに定期的に送
信する問合せ手段と、前記問合せ手段による登録問い合わせに応じて前記ＥＮＵＭサーバ
から送信される前記他のＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードを受信する受信手段と、前記
受信手段により前記他のＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードが前記ＥＮＵＭサーバから削
除されたことが判明したとき、前記他のＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードが削除されて
いることを示す表示手段と、を具備する構成を採る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の第３の態様は、第１又は第２の態様に係るＩＰ電話装置において、前記ＥＮＵ
Ｍサーバから自装置のＮＡＰＴＲレコードを削除したことを、通知先として指定された他
のＩＰ電話装置に送信する送信手段を具備する構成を採る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の第４の態様に係るＥＮＵＭサーバは、ＩＰ電話装置とＩＰネットワークを介し
て接続されるＥＮＵＭサーバであって、前記ＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードを記憶す
る記憶手段と、前記ＩＰ電話装置から前記記憶手段のＮＡＰＴＲレコードを削除するため
の削除要求を受信する受信手段と、前記受信手段により削除要求を受信したとき前記記憶
手段の当該ＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードを削除する削除手段と、を具備する構成を
採る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の第５の態様に係るＩＰ電話システムは、ＩＰネットワークに接続されたＩＰ電
話装置と、ＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードを登録するデータベースを具備するＥＮＵ
Ｍサーバと、を具備するＩＰ電話システムであって、前記ＩＰ電話装置は、自装置のＮＡ
ＰＴＲレコードの削除をユーザが指示する指示手段と、前記指示手段からの指示により前
記ＥＮＵＭサーバに登録された自装置のＮＡＰＴＲレコードの削除要求を前記ＥＮＵＭサ
ーバに送信する送信手段と、を具備し、前記ＥＮＵＭサーバは、前記ＩＰ電話装置からの
削除要求に応じて、前記データベースに登録された前記ＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコー
ドを削除する削除処理手段と、を具備する構成を採る。
【手続補正８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明の第６の態様に係るＩＰ電話システムは、ＩＰネットワークに接続されたＩＰ電
話装置と、ＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードを登録するデータベースを具備するＥＮＵ
Ｍサーバと、を具備するＩＰ電話システムであって、前記ＩＰ電話装置は、自装置のＮＡ
ＰＴＲレコードの削除をユーザが指示する指示手段と、前記指示手段からの指示により前
記ＥＮＵＭサーバに登録された自装置のＮＡＰＴＲレコードの削除要求を前記ＥＮＵＭサ
ーバに送信する送信手段と、前記ＥＮＵＭサーバから自装置のＮＡＰＴＲレコードを削除
したことを、通知先として指定された他のＩＰ電話装置に送信する送信手段と、を具備し
、前記ＥＮＵＭサーバは、前記ＩＰ電話装置からの削除要求に応じて、前記データベース
に登録された前記ＩＰ電話装置のＮＡＰＴＲレコードを削除する削除処理手段を具備する
構成を採る。
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